













るものの、 1904年から 1906年の 3年間に特に
多くの韓語学習書が出版されていることがわか
齊藤良子
桜井(1974)• 植田00)6)• 成耽飼(2009)・李康民ぽ）15) 
桜井 植田 成坑飼李康民
190年： 1冊 0冊 1冊 1冊
1901年： 1冊 1冊 1冊 1冊
190'2年： 1冊 1冊 1冊 1冊
1903年： l冊 1冊 1冊 1冊
1904年： I冊 13flt 16冊 14冊
1906年： 6冊 8冊 7冊 7冊
1906年： 4冊 6冊 6冊 4冊
1911年： 3冊 2冊 1冊 1冊
1908年： 1冊 0冊 2冊 0冊
I⑮年： 6冊 6冊 2冊 2冊
































金島苔水、本名金島治三郎は 1904年（明治37年）から 1906年（明治 39年）の間に『8
韓會話三十日間速成」 (1904年／明治37年）（以下「三十H』)、「韓語教科書』 (1905年／明
治38年）（以下『韓語』）、「封謁日韓新會話』 (1905年／明治38年）（以下『新會話』）、『差す

























① (1872 ~ 1945年）」 (pll~ 12)や「東京外国語学校 (1897~ 1972年）卒業生」をはじ
めとする当時の学習者等のリストに金島の名前はないという。そのため、朝鮮語教師であっ
た可能性は低いと考えられる。しかし、『三十H」の会話練習の例文 4から、釜山在住の陸






場合も少なくない。」としているが、島井浩は 4冊、松岡馨は 2冊、金島苔水は 5冊、広野

































































































































































































この「自序」には山田 (2009)、成坑如1(2014) でも指摘されているように、 この時期の
韓語学習の目的や背景が表れているといえる。また、緯語を学ぶ必要性について記してい




















































? ? ??? ??ィ?
? ? ? ? 』 ?
? ? ?
?ー ー ?






















































捷径』等）と現在は使用していない「父音寸 (k)/し (n)/c: (t)」（現在の子音）と「母音卜
(a)/ l= (ia)/ 7 (:,)」 16 (現在の屈音）を使用する学習書（『実用緯語学』等）がみられた。
次に、本研究で分析対象としている金島の学習書と同じ時期 (1904年~1906年）に
金島と同様、複数の韓語学習書を作成している島井浩の学習書をみると、『実用韓語学』
(I 902, I 906) と『実用日韓会話独学』 (1905) では、父音 (7/ L /亡）（現在の子音）・毎
音（卜 Il= H) (現在の母音）を使用し「子音」という名称は見られない。しかし、『H緯
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上記の説明によれば、父音と母音の名称は古くは、「}(a) l= (ja) -1 (:,)~(i:,)」が母音
























「我邦ノ「ア」卜「アー」トノ中間ノ速度二準撼レバヨイ」 (p9) とある。また、「.L(o) .J.L 
(jo)」については「我ガ「オ、ヨ」二等イガ（中略）我ガ「オヨ」ヲ登音スルヨリ今少シ唇








スル音」 (pl9) とあり、『新会話』の「英語ノ「T」二相当スルモノナリ」 (pl5)や、「三十























































本稿では、 1904年から 1906年に作成された金島苔水の 5冊の韓語学習書「日韓會話
三十日間速成』 (1904年／明治 37年）、『韓語教科書」 (1905年／明治 38年）、『封諜日韓新

























































































































































































14 ハングルでは文字の左側に子音を、イ ,11!11 に 1吐音を甚く。ハングルは—f-音と I:):音で構成されており、—f-音
のみ、 1吐音のみでは文字として成1/.しない。例えはゴ (k)と1-(a)が一つの文字を構成し、「フ](ka)」と
なる。
15'.i: 追繁勝 (1881) 『日韓善隣通語』／赤峯裾I一郎 (1892) 『日韓英三r叫対話』/1cq分建見 (I893) 『日韓通
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金島苔水・李鎖幾 (1904) 『日韓会話三十11/IJ述成』青木媒山堂， j1,会図掛館所蔵
金島苔水・広野韓山 (1905) 『韓語教科湛』 l『木嵩山堂，国会図暑館所蔵
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